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の印象用 トレー を作製して､攻頭削合前の形態を印象採得した｡その後､嘆合回復時 (4週間後)に､
採得していた印象用 トレー にレジン修復材を添加し､トレー を口腔内に挿入して嘆頭を復元させた｡

























保護的な役割を果たす といわれているQつま り､攻合異常による精神的ス トレスを原因
とする中枢神経系の損傷を修復 させるために､顎下腺においてBDNFの発現が高まったの
かもしれない｡
嘆合異常による精神的ス トレスで､顎下腺BDNFの発現が増加 したCさらに唆合を回復
して精神的ス トレスを軽減することは､顎下腺BDNFの発現を低下 させた｡
